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周波数ULF (ultra low frequency)帯の電磁放射の解析、を行っ
た。
　ULF帯磁場データの解析は、従来FFT法が主流であったが、その
後、早川らによりモノフラクタル解析が提案され、後藤らにより詳
しい解析が行われてきた。モノフラクタル解析は波形の複雑さを測
る方法である。そこで、さらにこれらの方法を発展させるべく、マ
ルチフラクタル解析を行った。マルチフラクタル解析はモノフラク
タル解析を一般化した方法で、モノフラクタル解析では抽出できな
かった新たな特徴を明らかにすることができる。
　今回は、主なマルチフラクタル解析方法である、MFDFA法とWTMM
法を用いて、グアム地震イベントについて、グアム島で観測された
ULF帯磁場データの解析を行った。
　MFDFA法におけるマルチフラクタル解析を行った結果、地震の約
３０日前から１週間前にかけて、各種マルチフラクタル解析のパラ
メータが顕著に有意な変化を示した。特に、nonuniformity 
foctorであるΔが１年間のσを越える異常を検出した。
　また、WTMM法においては、地震の前にマルチフラクタル解析の
パラメータの変化は見られたが、MFDFA法ほどはっきりとした前兆
現象は見られなかった。
　結論として、グアム地震の前において、ULF帯磁場データのマル
チフラクタル解析結果に顕著な異常が見られた。そして、MFDFA法
とWTMM法を比較したところ、MFDFA法の方がはっきりとした前兆信
号が見られた。このことから、地震前兆信号の検出には適している
マルチフラクタル解析方法はMFDFA法であるということが言える。
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